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平成１７年７月 
消費・安全局 

 
小動物獣医療に関する検討会報告書概要 

 
１．経緯 

 
動物を飼育する人や飼育動物を家族の一員と認識して

いる人の増加に伴い、飼育者から求められる獣医療の高

度化、多様化等、最近の小動物獣医療をめぐる情勢は大

きく変化しており、このような状況を踏まえ、小動物獣

医療の課題について検討し、報告書として取りまとめら

れた。 
 
 
２．概要 
 
（１）卒後臨床研修について 

• 大学と連携がとれる等一定の基準を満たす民間の診

療施設を、臨床研修施設として指定することにより、

臨床研修を充実させることが必要。 

• 民間の診療施設を指定する際の基準及び臨床研修目

標について提案。 

 

（２）獣医核医学について 

• 獣医療の高度化のため、放射線診断・治療のニーズ

が増加。 

• 放射線防護に必要な施設基準、管理体制等について

提案。 
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（３）獣医療における専門医について 

• 獣医療の高度化のため、各分野における専門医の育

成が必要。 

• 学術団体等が中心となって、専門医の必要性や認定

基準の妥当性を評価する仕組み作りについて取り組

むことが必要。 

 

（４）獣医療における広告規制について 

• 飼育者が獣医療に関する情報を適切に入手できるよ

うに広告規制の緩和が必要。 

• 規制緩和に当たっては、 

①いずれの診療施設においても実施可能な診療行為

であること 

②飼育者が惑わされるおそれの少ないこと 

③飼育者にとっての情報の必要性 

などの観点から進めることが必要。 

• 不適切な誘引や不当な低価格診療による飼育動物の

被害を防ぐため、価格広告や比較広告の禁止などの

措置を十分に講じることが肝要。 

 

（５）獣医療補助者について 

• 現在の小動物獣医療において、獣医療補助者が担う

役割は重要であること。 

• 社会的に安定した職業として確立するため、獣医療

補助者の各団体及び獣医師団体が中心となって、教

育水準、認定基準の平準化に向けた取り組みに着手

すべき。 
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